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○太田光明

　……どうもありがとうございました。

　本来ですと、ここで森先生にお話を……おったんです

けども、何名かの方は御存じかもしれませんけど、森先

生は病気を患われまして、先週まで東大病院に入院され

ておりました。既に退院はされておりますけども……と

いうことで、残念ながら急に来れないということで、私

の方が森先生にかわりまして若干話を進めますけども、

ほぼ３部構成になってて、１部の方でいわゆる動物病院

における看護職の重要性、それから第２部の方で行政機

関における現状、あるいは今後の見通しをお話ししてい

ただきました。第３部の坂田さん、横田さんの方から、

現状、あるいは将来についてお話をしてくれました。私

もきょう……最初にしますけども、一応、……116 ペー

ジのところに、……話じゃないんですけども、若干いわ

ゆる協調するために大学の方と話を進めてます。

　先ほど横田さんが使われてる、ほぼ同じデータなんで

すけども、現在、犬の飼育頭数、2003 年……ところに

あります。……２年後の方もほぼ同じことがあって、現

在、この数というのは 15 歳以下の子供たちの数をはる

かに超えてるという、そういう状態があります。同時に、

現在の日本の人口構成が変わりつつあります。2010 年

のところを見ていただきますと、いわゆるこの部分が、

いわゆる 65 歳、65 歳以下 15 歳以上で、ここが０から

14 歳……人口構成が変わってまいります。いわゆるよ

り動物の重要性が増してきた。これはアメリカの一つの

研究の……なんですけども、1990 年のこれが本来……、

これは犬を飼っていない人、飼っている人を分けたとき

にストレスのない生活をしてる人、同じような状況で生

活されている、犬の飼い主の効果で病院に行く回数が明

らかに減ってくるという、いかに動物を飼うということ

が我々の健康にいいかということを示した、もう 20 年

以上前のデータなんです。これは現状、先ほどの……重

要性が増すという、こういう状態の中で動物医療がます

ます必要になってくることは間違いない。

　その中で……話がありましたように、獣医さんと動物

看護職の……関係の問題、私が思う、これは……こういっ

た問題は重要なことを何かを変える、あるいはよりいい

方向に向かったときに、現状の認識が正しくないと改善

ができません。ところが、そこに書いてありますけども、

そのままですけども、統一した指針がないという問題、

それから獣医師の分担が明確でないという、それから動

物看護職の社会的認知度が低い、これはもう先ほどさま

ざまな話の中で、日本は欧米諸国に……よくないという、

その結果、……事情があるということで、これを何とか

改善しなくちゃいけないということがあって、ここから

後は……書いてありますので……、そういうことを改善

するために、現在の獣医師の方で向こうから……といっ

たことがありまして、実は……。いわゆる……しようで

はないか、……問題、それから獣医師の役割分担がふえ、

獣医師会の表現と若干違いますけど、実は……やってい

こうということであります。あとは時間の関係で省きま

すけども、こういったなぜ統一試験をやらなくちゃいけ

ない、あるいは非常に大事なことは、まず統一試験をや

ろうとして、今、獣医師会の方でも動いてるし、我々

……進めてるという状態なんですけども、国家試験に

持っていくときに……、そういう人も入れていかないと

多分そこまではいかないだろうということで、統一試験

は実施するという形で現在、進めています。これは先ほ

ど多くの先生方から発表……、本来なら……時間的な余

裕等を含めて……これは現在獣医師会の方で話し合われ

ているところであります。法律を変えなくちゃいけない

という、そういった部分がありまして、……ということ

で、とにかくまず統一試験をやろうということで今現在、

協会の方は進めておりまして、御存じだと思いますけど

も、プレテストを近々に実施いたします。ここで学んだ

中で、時間……、この時期に……いけないということで

今後も協会としては頑張っていきたいと思います。

　……ちょっと記念撮影を含めて、ここに並んでいただ

きます……。

○松原孝子

　太田先生、ありがとうございました。

　それでは看護職協会の方から一つお知らせをさせてい

ただきたいと思います。来年２月に日本獣医内科学アカ

デミーの動物看護職プログラムの中で、先ほどお話しい

ただいた池本先生の方から、動物看護の倫理綱領という

ことでお話をいただきます。そのときに会員の皆様に動

物看護職の倫理綱領というものをまとめたミニハンド
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ブックを配付したいと思います。大変私ごとで恐縮なん

ですけれども、私、おとといまで東京大学の医学部附属

病院で、２週間ほど看護師の研修を受けてきました。１

番の講師が、そこの看護部長さんから看護倫理について

の話なんですね。そして看護部長さんの……仕事のハン

ドブックが入っていて、業務の……どうするかというと

きに、何でもしなくちゃいけないとおっしゃったんです

ね。私が本当にこの協会を立ち上げるときに一番思った

ことというのは、思いがあっても教育水準も違うし、経

験も違うし、ばらばらなんですね、動物看護という言葉

一つとっても、統一して看護師が力を合わせないという

のを感じておりましたので、一番にしたいことというの

は動物看護職のための倫理綱領をつくりたいという思い

があって、そんなときに池本先生を訪ね、多くの相談役

の先生方のお力を借りてつくることができましたので、

ここでお知らせをしたいと思います。

○太田光明

　それじゃ恐れ入りますけど……。

　時間が 10 分ちょっとしかありませんが、先ほどの続

きで、池本先生が先ほど、お答えをしてるときに……遮っ

てしまいましたので、そこから。池本先生、先ほど済み

ません、よろしくお願いします。

○池本卯典

　……わかると思いますけれども、……ございまして、

処遇のところが……それぞれ特殊な……実情に即したの

を確かに書いてある、そのことです。しかし、看護の専

門学校等も……経験しておりますけども、カリキュラム

を決して大学ばかりで……わけではないんです。大学の

カリキュラム……。それはどういうことかといいますと、

実は看護というのは、看護の大学は 1,700 幾つあります

けど、それのほぼ半分は看護師さんが学長だったり、学

部長だったり、大きな病院の副院長……看護師です、そ

こが実施してますから……。だから……専門学校も先生

のカリキュラム……先生方に十分……これが実際のとこ

ろなんです。ところが獣医……、私は申しわけないけど

本当に４年制の獣医科大学なんかもたもたしてると、４

年制の看護大学も何か下手をすると４年制の獣医科大学

みたいになってしまう、これが看護師……するんではな

いか。獣医の看護師というのは先生がいないんです、全

くいないと言っていい、これから出てくる。……４年間

……それがどれぐらい看護教育をできるかわかりません

けども、それが一つ。

　もう一つは、医療で看護師の専門職の多いのは、みん

な健康保健科の大学です。健康保健で……なければ保健

でお金が取れません。医療……機関が対決して、それで

……そういうこともありますので、全部国家試験が……

そういうことは……。

○太田光明

　ありがとうございました。

　原先生初め、言い足りないことございませんでしょう

か。一言だけ順番に、なければ、そのまま通していきま

す。

○……

   簡単に。私は動物病院で看護師さんの……、そして

……、今のところ４年制大学とか、３年制大学とか、２

年制大学、いろんな方たちが看護職として一緒に働いた

り……。違いはありません。４年制だから２年制より違

う技術ができる……、今、現場の中で一緒にやってくれ

るというところでは……今後の教育にぜひ期待したいと

思います。

○……

　私は今後の国家資格化ということにつきまして、一つ

お願いというのは、願いなんですけど、新しいこれから

出てくる卒業生を中心に国家資格化ということはもう討

論されてるのが中心だと思いますが、それだけではなく

て、今現在、私ども動物病院で働いている、一生懸命働

いている動物看護職の人をぜひ何らかの形で国家資格化

をという受験といいましょうか、資格を与えていただき

たいというふうに思うのが切なる願いです。

○……

　よろしいですか、それで先生、これは何かそういうこ

とに関してお考えは……。

○……

　……日本獣医師会……お答えさせていただきたい。池

本先生と先ほど……ﾔﾏﾓﾄ先生を中心に……。それと、ま

ずこの国家資格化について、これはもう私、先ほど言い

ましたように、もう総論賛成、各論反対の時代は終わっ

たと思っておりますので、本日も関係者の方々それぞれ
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が……やっておられますので、ぜひ協力していただきた

い。そのかわり日本獣医師会としても、ﾔﾏﾓﾄ先生を中心

に私も……思っておりますので、この中ですごく重要な

ことは、このパネラーの中に今、動物看護師の方がいらっ

しゃらない。それが今の現状であるということ、１点で

すね。周りでいろいろとサポートされてこられた方、関

係されてこられた方が、これだけ応援しますよ、頑張っ

てくださいということを述べられたなというのが私もう

れしいなと思います。

　これは同じように、きょう講演された私たち 30 年前

の小動物の臨床科というのは、決して法律に守られてる

わけでもなく、自分たちでかなり切り開いてきた部分が

あると、２人で夫婦でやられとった方が立派な動物病院

やられてるということをたくさん見せていただきまし

た。同じように 30 年後の動物看護師という方々という

のは、その職業として明確に成り立ってるんだろうとい

うこと、これはもう最終的な目標として、あるいは今ま

での実践から言ったら必ずできるんではないかと。20

年後どうなってるか、10 年後どうなってるかというこ

とを、それぞれの立場で国家資格、あるいは制度をいろ

いろおっしゃってるんですけど、今、必要なことは、や

はり１年後、２年後のことだと私は認識しておりますし、

そのために太田先生が統一試験、そして国家資格化に向

かう、池本先生が規則として国家資格につなげるように

すぐに認めなさいというふうにおっしゃってるというふ

うに認識しております。

　これはだからおっしゃるように、当然……の方、２年

で教育を受けられた、現在、動物看護師として仕事をさ

れてる方が救われないような制度というのはあり得ない

と。このことは私ども獣医師会もそう思っておりますし、

……制度ができたときに、その方々の受験というものは

当然のことであります。ただ、私が先ほど福所先生の質

問の件でさせていただいたのは、教育機関の中でコアカ

リキュラムが決まれば、それに準ずるように皆さん方を

統一していただきたいということ、これはお願いだった

ので、あとの質問の意味を、質問の仕方が悪かったと思

うんですけど、……学校教育をするに当たって、少なく

とも決まったことは守っていただくように皆様方に働き

かけていただくのを……先生と福所先生にはお願いした

いなというふうに思ってる……。ですから日本獣医師会

としては、これから統一試験、そして認証団体というこ

とにつきましては、これはそれぞれがいろんな意見が出

ると思うんですけど、最後のお願いなんですけど、結局、

各論で反対したから、意見が違うからといって飛び出す

団体であったり、そこから離れるということがちょっと

でもあると、国民あるいは国から指示を得れませんので、

今まで約５年間の間、平成 17 年からこの 22 年になる

５年の間、皆様方の御意見というのの調整はやってきた

つもりです。ここから急にこの話を聞いたとか、おれの

聞いてた話ではないとか、そういうふうなことは一切

言っていただいたら困るなと思っております。このこと

は、私は会議の中でも明確に日本獣医師会の中で発言し

ております。ただ、しかし広報の仕方が悪いと言われれ

ば悪いかもしれませんけど、それはそれぞれの団体の方

が、代表者、あるいはその方々が出席してる場で、公の

場で……しておりますので、共通試験を行う、そして国

家資格に向かう、学校はそれに合わせた教育をするとい

うこと、これだけは決まってると思いますし、そのこと

が次につながるんじゃないかと思っておりますので、皆

さん、御協力よろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいました。

○……

　……４年で……か、６年制になっても国家試験……そ

ういう暫定措置というのは必ず……。私が言う歴史に学

べというのはそういうことなんです。

　それから公認会計士や税理士……公認会計士……一級

建築士……ときにできた、それからもっと前……獣医師

の助手だった人をちょっと勉強させて、そして獣医の国

家試験を受けさせた、そういう暫定措置がある。さあ問

題は……どれぐらいで卒業教育を想定されるか、こうい

うことだろうと思う。だから……おっしゃった……誤っ

たらいかんと思う。法律は難しい規則だから、法律はな

かなかできないかもしらん、だから規則でやれる、本当

に……できますもん、その早くやる方法を考えて……。

○……

　ちょっと……。

○……

　今、池本先生がおっしゃった中に、このパネラーの中

に動物看護師がいないとおっしゃいましたけれど、横田

さんも私も……いただいてますし、……。じゃあ動物看

護職をしていないけど動物看護師ではない、私は薬剤師

ですので薬局で働いていませんけれど薬剤師です。こ

こって、ちょっと大事なんではないかなと思うんです。

その資格というものがきちんとあることによって、その

人の職域ができる、そこのところをこれからはやっぱり

……必要なのではないかなと思っております。

○太田光明

　ありがとうございます。

○……

　済みませんでした。……大きさを言いたかったんです。
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これは純粋に看護師として研修をされて、勉強されて、

そしてこの新たな資格を取る、このような方がこれから

どんどん出てきたらいいなと思っておりますので、そう

いう意味では横田さん、坂田さんは、自分たちが動物看

護師として、そしてそのほかの資格も取り、さらにずっ

と生涯教育をしてるという姿を見せていただけたらうれ

しいと思いますし、今後も動物看護師の方は非常に 20

年、30 年勤めておられる方がいらっしゃるので、その

方々が背中を見せていただけるということを望みたいな

と思いましたので、あえてゼロと言ったので、どうも済

みませんでした。

○太田光明

　ありがとうございました。

　司会者をやってて何がつらいかというと、時間に終わ

ることなんです。……大変すばらしい話を伺いました。

恐らくこれだけのいわゆる演出はもうないと思います。

それでは、きょうすばらしい講演等になったんではない

かなと……思います。私があと個人的な話を若干してい

きますけど、あと 30 秒だと思いますけど、やっぱり一

番大事なのは……感謝の気持ち、教育……思います。こ

れは現在の若い人たち……そういう意味では、ぜひ……

いただきたいと、教育がしっかりしないとにっちもさっ

ちもいきません……。その次は獣医師会……難しいん

じゃないかなと私は思ってます。特に……獣医師の役割

分担は大変ナーバスな問題です。まして、今もおっしゃ

るように法律改正を伴っている、このときに相当な力を

……。そういう意味では福所先生、お若い……なので期

待しております。きょうは、まさにホットな話題を今回

アニマルケアという形で提供していただきました。……

大変お礼を申し上げて……。じゃあ、講師の皆さんにも

う一度拍手……。


